
1

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を
合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
、
環
境

の
保
全
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指
針
等
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

新
旧
対
照
表

○

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を
合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
、

環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指
針
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
六
十
一
号
）
（
抄
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
第
二
種
事
業
の
判
定
の
基
準
）

（
第
二
種
事
業
の
判
定
の
基
準
）

第
一
条
の
二

（
略
）

第
一
条
の
二

（
略
）

一
～
二
（
略
）

一
～
二

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

ニ

水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
四
条
の
二

ニ

水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
四
条
の
二

第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
水
域
又
は
指
定
地
域

第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
水
域

ホ

湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
三

ホ

湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
指
定
湖
沼
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
指
定
湖
沼

に
よ
り
指
定
さ
れ
た
指
定
地
域

ヘ

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第

ヘ

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
瀬
戸
内
海

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
瀬
戸
内
海
又
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
関
係
府

県
の
区
域
（
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
八
年
政

令
第
三
百
二
十
七
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
区
域
を
除
く
。
）

ト
～
ソ

（
略
）

ト
～
ソ

（
略
）

四

地
域
の
自
然
的
社
会
的
状
況
に
関
す
る
入
手
可
能
な
知
見
に
よ
り
、
当
該
第

四

地
域
の
自
然
的
社
会
的
状
況
に
関
す
る
入
手
可
能
な
知
見
に
よ
り
、
当
該
第

二
種
最
終
処
分
場
事
業
が
実
施
さ
れ
る
べ
き
区
域
又
は
そ
の
周
囲
に
次
に
掲
げ

二
種
最
終
処
分
場
事
業
が
実
施
さ
れ
る
べ
き
区
域
又
は
そ
の
周
囲
に
次
に
掲
げ

る
地
域
が
存
在
す
る
と
判
断
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
第
二
種
最
終
処
分
場
事
業
の

る
区
域
が
存
在
す
る
と
判
断
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
第
二
種
最
終
処
分
場
事
業
の

内
容
が
当
該
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
特
に
配
慮
す
べ
き
環
境
要
素
に
係
る
相
当

内
容
が
当
該
区
域
の
特
性
に
応
じ
て
特
に
配
慮
す
べ
き
環
境
要
素
に
係
る
相
当

（資料６）
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程
度
の
環
境
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

程
度
の
環
境
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

イ

環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定

イ

環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
環
境
上
の
条
件
に
つ
い
て
の
基
準
（
以
下
「
環
境
基
準

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
環
境
上
の
条
件
に
つ
い
て
の
基
準
（
第
五
条
第
一
項
第

」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
大
気
の
汚
染
（
二
酸
化
窒
素
に
関
す
る
も
の
に

二
号
イ
及
び
別
表
二
に
お
い
て
「
環
境
基
準
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
大

限
る
。
）
、
水
質
の
汚
濁
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
化
学
的
酸
素
要
求

気
の
汚
染
（
二
酸
化
窒
素
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
）
、
水
質
の
汚
濁
（
生

量
、
全
窒
素
又
は
全
燐
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
騒
音
に
係
る
も
の

物
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
全
窒
素
又
は
全
燐
に
関
す

が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
地
域

る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
騒
音
に
係
る
も
の
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
区
域

ロ
～
ハ

（
略
）

ロ
～
ハ

（
略
）

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
一
以
上
の
環
境
要
素
に
係
る
環

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
一
以
上
の
環
境
要
素
に
係
る
環

境
が
既
に
著
し
く
悪
化
し
、
又
は
著
し
く
悪
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

境
が
既
に
著
し
く
悪
化
し
、
又
は
著
し
く
悪
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
地
域

ら
れ
る
区
域

２

（
略
）

２

（
略
）

（
方
法
書
の
作
成
）

（
方
法
書
の
作
成
）

第
二
条

令
別
表
第
一
の
六
の
項
の
イ
又
は
ロ
の
第
二
欄
又
は
第
三
欄
に
掲
げ
る
要

第
二
条

令
別
表
第
一
の
六
の
項
の
イ
又
は
ロ
の
第
二
欄
又
は
第
三
欄
に
掲
げ
る
要

件
に
該
当
す
る
対
象
事
業
（
以
下
「
対
象
最
終
処
分
場
事
業
」
と
い
う
。
）
に
係

件
に
該
当
す
る
対
象
事
業
（
以
下
「
対
象
最
終
処
分
場
事
業
」
と
い
う
。
）
に
係

る
事
業
者
（
以
下
単
に
「
事
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に

る
事
業
者
（
以
下
単
に
「
事
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に

係
る
方
法
書
に
法
第
五
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
対
象
事
業
の
内
容
を
記
載
す

係
る
方
法
書
に
法
第
五
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
対
象
事
業
の
内
容
を
記
載
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

対
象
最
終
処
分
場
事
業
の
種
類
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

一

対
象
最
終
処
分
場
事
業
の
種
類
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
廃

（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
廃

棄
物
の
最
終
処
分
場
又
は
同
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
の

棄
物
の
最
終
処
分
場
又
は
同
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
産
業
廃
棄
物
の

最
終
処
分
場
（
以
下
「
最
終
処
分
場
」
と
い
う
。
）
の
別
及
び
産
業
廃
棄
物
の

最
終
処
分
場
（
以
下
「
最
終
処
分
場
」
と
い
う
。
）
の
別
）

最
終
処
分
場
に
お
い
て
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
第
七
条
第
十
四
号
イ
か
ら
ハ
に
規
定
す
る

産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
の
別
）

二
～
三

（
略
）

二
～
三

（
略
）



3

四

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
最
終
処
分
場
の
埋
立
容
量

五

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
最
終
処
分
場
に
お
い
て
処
分
す
る
廃
棄
物
の

種
類

六

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
の
内
容
に
関
す
る

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
の
内
容
に
関
す
る

事
項
（
既
に
決
定
さ
れ
て
い
る
内
容
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
そ

事
項
（
既
に
決
定
さ
れ
て
い
る
内
容
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
そ

の
変
更
に
よ
り
環
境
影
響
が
変
化
す
る
こ
と
と
な
る
も
の

の
変
更
に
よ
り
環
境
影
響
が
変
化
す
る
こ
と
と
な
る
も
の

２

事
業
者
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
事

項
に
関
す
る
対
象
最
終
処
分
場
事
業
の
背
景
、
経
緯
及
び
必
要
性
を
で
き
る
限
り

明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
方
法
書
に
法
第
五
条
第
一
項
第
三

２

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
方
法
書
に
法
第
五
条
第
一
項
第
三

号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
入
手
可
能
な
最
新
の
文
献
そ
の

号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
入
手
可
能
な
最
新
の
文
献
そ
の

他
の
資
料
に
よ
り
把
握
し
た
結
果
（
当
該
資
料
の
出
典
を
含
む
。
）
を
第
五
条
第

他
の
資
料
に
よ
り
把
握
し
た
結
果
（
当
該
資
料
の
出
典
を
含
む
。
）
を
第
五
条
第

一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
区
分
に
応
じ
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
区
分
に
応
じ
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
方
法
書
に
対
象
最
終
処
分
場
事
業

３

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
方
法
書
に
対
象
最
終
処
分
場
事
業

実
施
区
域
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
把
握
し
た
結
果
を
記
載
す
る
に
当
た
っ
て
は

実
施
区
域
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
り
把
握
し
た
結
果
を
記
載
す
る
に
当
た
っ
て
は

、
そ
れ
ら
の
概
要
を
適
切
な
縮
尺
の
平
面
図
上
に
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

、
そ
れ
ら
の
概
要
を
適
切
な
縮
尺
の
平
面
図
上
に
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
。

５

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
方
法
書
に
法
第
五
条
第
一
項
第
四

４

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
方
法
書
に
法
第
五
条
第
一
項
第
四

号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並

号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並

び
に
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
を
選
定
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば

び
に
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
を
選
定
し
た
理
由
（
第
六
条
第
一
項
に
規
定

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
調
査
、

す
る
標
準
項
目
を
選
定
し
な
か
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
理
由
を
含
む
。
）

予
測
及
び
評
価
の
手
法
の
選
定
に
当
た
っ
て
、
専
門
家
そ
の
他
の
環
境
影
響
に
関

を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
る
知
見
を
有
す
る
者
（
以
下
「
専
門
家
等
」
と
い
う
。
）
の
助
言
を
受
け
た
と

き
は
、
そ
の
内
容
及
び
当
該
専
門
家
等
の
専
門
分
野
を
併
せ
て
明
ら
か
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

６

事
業
者
は
、
法
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
二
以
上
の
対
象
事
業
に
つ
い
て

５

事
業
者
は
、
法
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
二
以
上
の
対
象
事
業
に
つ
い
て

併
せ
て
方
法
書
を
作
成
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
方
法
書
に
お
い
て
、
そ
の

併
せ
て
方
法
書
を
作
成
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
方
法
書
に
お
い
て
、
そ
の
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旨
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

旨
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

（
環
境
影
響
評
価
の
項
目
等
の
選
定
に
関
す
る
指
針
）

（
環
境
影
響
評
価
の
項
目
等
の
選
定
に
関
す
る
指
針
）

第
四
条

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
法
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
環
境

第
四
条

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
環
境

影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を
合
理
的
に

影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を
合
理
的
に

行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
に
つ
い
て
は
、
次
条
か
ら
第
十
二
条

行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
に
つ
い
て
は
、
次
条
か
ら
第
十
二
条

ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
の
把
握
）

（
事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
の
把
握
）

第
五
条

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び

第
五
条

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び

に
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
選
定
を
行

に
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
選
定
を
行

う
に
必
要
と
認
め
る
範
囲
内
で
、
当
該
選
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
対
象
最
終
処
分
場

う
に
必
要
と
認
め
る
範
囲
内
で
、
当
該
選
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
対
象
最
終
処
分
場

事
業
の
内
容
（
以
下
「
事
業
特
性
」
と
い
う
。
）
並
び
に
対
象
最
終
処
分
場
事
業

事
業
の
内
容
（
以
下
「
事
業
特
性
」
と
い
う
。
）
並
び
に
対
象
最
終
処
分
場
事
業

実
施
区
域
及
び
そ
の
周
囲
の
自
然
的
社
会
的
状
況
（
以
下
「
地
域
特
性
」
と
い
う

実
施
区
域
及
び
そ
の
周
囲
の
自
然
的
社
会
的
状
況
（
以
下
「
地
域
特
性
」
と
い
う

。
）
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
情
報
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。
）
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
情
報
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
業
特
性
に
関
す
る
情
報

一

事
業
特
性
に
関
す
る
情
報

イ

第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項

イ

第
二
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項

ロ

対
象
最
終
処
分
場
事
業
実
施
区
域
の
面
積

ロ

対
象
最
終
処
分
場
事
業
実
施
区
域
の
面
積

ハ

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
最
終
処
分
場
の
埋
立
容
量

ハ

対
象
最
終
処
分
場
事
業
の
工
事
計
画
の
概
要

ニ

対
象
最
終
処
分
場
事
業
の
工
事
計
画
の
概
要

ニ

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
最
終
処
分
場
に
お
い
て
処
分
す
る
廃
棄
物

ホ

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
最
終
処
分
場
に
お
い
て
処
分
す
る
廃
棄
物

の
量

の
種
類
及
び
量

ホ

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
最
終
処
分
場
の
埋
立
処
分
の
計
画
の
概
要

ヘ

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
最
終
処
分
場
の
埋
立
処
分
の
計
画
の
概
要

ヘ

そ
の
他
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
関
す
る
事
項

ト

そ
の
他
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
関
す
る
事
項

二

地
域
特
性
に
関
す
る
情
報

二

地
域
特
性
に
関
す
る
情
報
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イ

自
然
的
状
況

（
略
）

イ

自
然
的
状
況

（
略
）

ロ

社
会
的
状
況

ロ

社
会
的
状
況

～

（
略
）

～

（
略
）

(1)

(6)

(1)

(6)

環
境
の
保
全
を
目
的
と
し
て
指
定
さ
れ
た
地
域
そ
の
他
の
対
象
及
び
当

環
境
の
保
全
を
目
的
と
し
て
指
定
さ
れ
た
区
域
そ
の
他
の
対
象
及
び
当

(7)

(7)

該
対
象
に
係
る
規
制
の
内
容
そ
の
他
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
施
策
の
内

該
対
象
に
係
る
規
制
の
内
容
そ
の
他
の
状
況

容
（
略
）

（
略
）

(8)

(8)

２

事
業
者
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
情
報
を
把
握
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該

最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
内
容
の
具
体
化
の
過
程
に
お
け
る
環
境
保
全
の
配
慮
に

係
る
検
討
の
経
緯
及
び
そ
の
内
容
に
つ
い
て
把
握
す
る
も
の
と
す
る
。

３

事
業
者
は
、
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
情
報
を
入
手
可
能
な
最
新
の
文
献
そ
の

２

事
業
者
は
、
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
情
報
を
入
手
可
能
な
最
新
の
文
献
そ
の
他

他
の
資
料
に
よ
り
把
握
す
る
と
と
も
に
、
当
該
情
報
に
係
る
過
去
の
状
況
の
推
移

の
資
料
に
よ
り
把
握
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
事
業
者
は
、
当

及
び
将
来
の
状
況
を
把
握
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
事
業
者
は

該
資
料
の
出
典
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
整
理
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
、

、
当
該
資
料
の
出
典
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
整
理
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応

関
係
地
方
公
共
団
体
、
専
門
家
そ
の
他
の
当
該
情
報
に
関
す
る
知
見
を
有
す
る
者

じ
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
専
門
家
そ
の
他
の
当
該
情
報
に
関
す
る
知
見
を
有
す

か
ら
そ
の
知
見
を
聴
取
し
、
又
は
現
地
の
状
況
を
確
認
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

る
者
か
ら
そ
の
知
見
を
聴
取
し
、
又
は
現
地
の
状
況
を
確
認
す
る
よ
う
努
め
る
も

す
る
。

の
と
す
る
。

（
環
境
影
響
評
価
の
項
目
の
選
定
）

（
環
境
影
響
評
価
の
項
目
の
選
定
）

第
六
条

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
項
目
を
選

第
六
条

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
項
目
を
選

定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
伴
う
環
境
影
響
を
及
ぼ
す
お

定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
一
般
的
な
事
業
の
内
容
に
よ
っ
て

そ
れ
が
あ
る
要
因
（
以
下
「
影
響
要
因
」
と
い
う
。
）
が
当
該
影
響
要
因
に
よ
り

行
わ
れ
る
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
伴
う
環
境
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
要

影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
環
境
要
素
に
及
ぼ
す
影
響
の
重
大
性
に
つ
い
て
客

因
（
以
下
「
影
響
要
因
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
同
表
に
お
い
て
そ
の
影
響
を
受

観
的
か
つ
科
学
的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
事
業

け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
さ
れ
る
環
境
要
素
に
係
る
項
目
（
以
下
「
標
準
項
目
」
と

者
は
、
別
表
第
一
備
考
第
二
号
に
掲
げ
る
一
般
的
な
事
業
の
内
容
と
事
業
特
性
と

い
う
。
）
に
対
し
て
、
必
要
に
応
じ
、
項
目
の
削
除
又
は
追
加
を
行
う
こ
と
に
よ

の
相
違
を
把
握
し
た
上
で
、
当
該
一
般
的
な
事
業
の
内
容
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
対

り
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

象
最
終
処
分
場
事
業
に
伴
う
影
響
要
因
に
つ
い
て
同
表
に
お
い
て
そ
の
影
響
を
受
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け
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
さ
れ
る
環
境
要
素
に
係
る
項
目
（
以
下
「
参
考
項
目
」
と

い
う
。
）
を
勘
案
し
つ
つ
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
把
握
し
た
事
業
特
性
及
び
地
域

特
性
に
関
す
る
情
報
を
踏
ま
え
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
特
性
に
応
じ
て

２

事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事

、
次
に
掲
げ
る
影
響
要
因
を
、
物
質
の
排
出
、
土
地
の
形
状
の
変
更
、
工
作
物
の

業
に
伴
う
影
響
要
因
が
当
該
影
響
要
因
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
環

設
置
そ
の
他
の
環
境
影
響
の
態
様
を
踏
ま
え
て
適
切
に
区
分
し
、
当
該
区
分
さ
れ

境
要
素
に
及
ぼ
す
影
響
の
重
大
性
に
つ
い
て
客
観
的
か
つ
科
学
的
に
検
討
し
な
け

た
影
響
要
因
ご
と
に
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
事
業
者
は
、
事
業
特
性
に
応
じ
て
、
次

に
掲
げ
る
影
響
要
因
を
、
物
質
の
排
出
、
土
地
の
形
状
の
変
更
、
工
作
物
の
設
置

そ
の
他
の
環
境
影
響
の
態
様
を
踏
ま
え
て
適
切
に
区
分
し
、
当
該
区
分
さ
れ
た
影

響
要
因
ご
と
に
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。

一

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
工
事
の
実
施
（
対
象
最
終
処
分
場
事
業
の
一

一

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
工
事
の
実
施

部
と
し
て
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
実
施
区
域
に
あ
る
工
作
物
の
撤
去
又
は
廃

棄
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
撤
去
又
は
廃
棄
を
含
む
。
）

二

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
工
事
が
完
了
し
た
後
の
土
地
又
は
工
作
物
の

二

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
工
事
が
完
了
し
た
後
の
土
地
又
は
工
作
物
の

存
在
及
び
状
態
並
び
に
当
該
土
地
又
は
工
作
物
に
お
い
て
廃
棄
物
の
処
理
及
び

存
在
及
び
状
態
並
び
に
当
該
土
地
又
は
工
作
物
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
予

清
掃
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
五
項
（
同
法
第
九
条
の
三
第
十
項
及
び
第
十
五

定
さ
れ
る
事
業
活
動
そ
の
他
の
人
の
活
動
で
あ
っ
て
対
象
最
終
処
分
場
事
業
の

条
の
二
の
五
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規

目
的
に
含
ま
れ
る
も
の
（
別
表
第
一
に
お
い
て
「
土
地
又
は
工
作
物
の
存
在
及

定
す
る
最
終
処
分
場
の
廃
止
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
る
事
業

び
供
用
」
と
い
う
。
）

活
動
そ
の
他
の
人
の
活
動
で
あ
っ
て
対
象
最
終
処
分
場
事
業
の
目
的
に
含
ま
れ

る
も
の
（
当
該
工
作
物
の
撤
去
又
は
廃
棄
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

る
場
合
に
は
、
当
該
撤
去
又
は
廃
棄
を
含
む
。
別
表
第
一
に
お
い
て
「
土
地
又

は
工
作
物
の
存
在
及
び
供
用
」
と
い
う
。
）

３

（
略
）

３

（
略
）

一

（
略
）

一

（
略
）

イ
～
ロ

（
略
）

イ
～
ロ

（
略
）

ハ

土
壌
に
係
る
環
境
そ
の
他
の
環
境
（
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。

ハ

土
壌
に
係
る
環
境
そ
の
他
の
環
境
（
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。

別
表
第
一
に
お
い
て
同
じ
。
）

別
表
第
一
に
お
い
て
同
じ
。
）
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地
形
及
び
地
質

土
壌

(1)

(1)

（
略
）

（
略
）

(2)

(2)

土
壌

地
形
及
び
地
質

(3)

(3)

（
略
）

（
略
）

(4)

(4)

二

（
略
）

二

（
略
）

三

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
の
確
保
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評

三

人
と
自
然
と
の
豊
か
な
触
れ
合
い
の
確
保
を
旨
と
し
て
調
査
、
予
測
及
び
評

価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
別
表
第
一
に
お
い

価
さ
れ
る
べ
き
環
境
要
素
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
別
表
第
一
に
お
い

て
同
じ
。
）

て
同
じ
。
）

イ

景
観

イ

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場

ロ

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場

ロ

景
観

四

（
略
）

四

（
略
）

４

事
業
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
項
目
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
必
要

に
応
じ
専
門
家
等
の
助
言
を
受
け
て
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
当
該
助
言
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
及
び
当
該
専
門
家
等
の
専
門
分
野

を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
項
目
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
項
目
の
削
除
は
、
次
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
行
う
も

れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
参
考
項
目
を
選
定
し
な

の
と
す
る
。

い
も
の
と
す
る
。

一

参
考
項
目
に
関
す
る
環
境
影
響
が
な
い
こ
と
又
は
環
境
影
響
の
程
度
が
極
め

一

標
準
項
目
に
関
す
る
環
境
影
響
が
な
い
こ
と
又
は
環
境
影
響
の
程
度
が
極
め

て
小
さ
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合

て
小
さ
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
標
準
項
目

二

対
象
最
終
処
分
場
事
業
実
施
区
域
又
は
そ
の
周
囲
に
、
参
考
項
目
に
関
す
る

二

対
象
最
終
処
分
場
事
業
実
施
区
域
又
は
そ
の
周
囲
に
、
標
準
項
目
に
関
す
る

環
境
影
響
を
受
け
る
地
域
そ
の
他
の
対
象
が
相
当
期
間
存
在
し
な
い
こ
と
が
明

環
境
影
響
を
受
け
る
区
域
そ
の
他
の
対
象
が
相
当
期
間
存
在
し
な
い
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
場
合

ら
か
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
標
準
項
目

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
項
目
の
追
加
は
、
次
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
行
う
も

の
と
す
る
。

一

事
業
特
性
に
よ
り
、
標
準
項
目
以
外
の
項
目
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
標
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準
外
項
目
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
環
境
影
響
が
相
当
程
度
と
な
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
標
準
外
項
目

二

対
象
最
終
処
分
場
事
業
実
施
区
域
又
は
そ
の
周
囲
に
、
次
に
掲
げ
る
区
域
そ

の
他
の
対
象
が
存
在
し
、
か
つ
、
事
業
特
性
が
次
の
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
規
定
す

る
標
準
外
項
目
に
関
す
る
環
境
要
素
に
係
る
環
境
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
標
準
外
項
目

イ

標
準
外
項
目
に
関
す
る
環
境
要
素
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
や
す
い
区
域

そ
の
他
の
対
象

ロ

標
準
外
項
目
に
関
す
る
環
境
要
素
に
係
る
環
境
の
保
全
を
目
的
と
し
て
法

令
等
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
そ
の
他
の
対
象

ハ

標
準
外
項
目
に
関
す
る
環
境
要
素
に
係
る
環
境
が
既
に
著
し
く
悪
化
し
、

又
は
著
し
く
悪
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域

６

事
業
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
項
目
の
削
除
及
び
追
加
を
行
う
に
当
た
っ

て
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
把
握
し
た
事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
に
関
す
る
情
報

を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
専
門
家
そ
の
他
の
環
境
影
響
に
関
す
る
知
見
を
有
す
る

者
の
助
言
を
受
け
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

事
業
者
は
、
環
境
影
響
評
価
の
手
法
を
選
定
し
、
又
は
環
境
影
響
評
価
を
行
う

７

事
業
者
は
、
環
境
影
響
評
価
の
手
法
を
選
定
し
、
又
は
環
境
影
響
評
価
を
行
う

過
程
に
お
い
て
項
目
の
選
定
に
係
る
新
た
な
事
情
が
生
じ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

過
程
に
お
い
て
項
目
の
選
定
に
係
る
新
た
な
事
情
が
生
じ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、

必
要
に
応
じ
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
選
定
し
た
項
目
（
以
下
「
選
定
項
目
」
と
い

必
要
に
応
じ
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
選
定
し
た
項
目
（
以
下
「
選
定
項
目
」
と
い

う
。
）
の
見
直
し
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

う
。
）
の
見
直
し
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

事
業
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
項
目
の
選
定
を
行
っ
た
と
き
は
、
選
定
の

８

事
業
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
項
目
の
選
定
を
行
っ
た
と
き
は
、
選
定
の

結
果
を
一
覧
で
き
る
よ
う
整
理
す
る
と
と
も
に
、
選
定
項
目
と
し
て
選
定
し
た
理

結
果
を
一
覧
で
き
る
よ
う
整
理
す
る
と
と
も
に
、
選
定
項
目
と
し
て
選
定
し
た
理

由
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

由
及
び
同
項
の
規
定
に
よ
り
項
目
の
削
除
を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
理
由

を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
）

（
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
）

第
七
条

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
調
査
、
予
測
及
び
評
価

第
七
条

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
調
査
、
予
測
及
び
評
価
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の
手
法
は
、
事
業
者
が
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
踏
ま
え
、
選
定
項
目
ご
と
に
次
条

の
手
法
は
、
事
業
者
が
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
踏
ま
え
、
選
定
項
目
ご
と
に
次
条

か
ら
第
十
二
条
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

か
ら
第
十
二
条
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一
～
二

（
略
）

一
～
二

（
略
）

三

前
条
第
三
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
環
境
要
素
に
係
る
選
定
項
目
に
つ
い
て
は

三

前
条
第
三
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
環
境
要
素
に
係
る
選
定
項
目
に
つ
い
て
は

、
地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系
に
関
し
、
前
号
の
調
査
結
果
そ
の
他
の
調
査
結

、
地
域
を
特
徴
づ
け
る
生
態
系
に
関
し
、
前
号
の
調
査
結
果
そ
の
他
の
調
査
結

果
に
よ
り
概
括
的
に
把
握
さ
れ
る
生
態
系
の
特
性
に
応
じ
て
、
上
位
性
（
生
態

果
に
よ
り
概
括
的
に
把
握
さ
れ
る
生
態
系
の
特
性
に
応
じ
て
、
上
位
性
（
生
態

系
の
上
位
に
位
置
す
る
性
質
を
い
う
。
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
典
型

系
の
上
位
に
位
置
す
る
性
質
を
い
う
。
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
典
型

性
（
地
域
の
生
態
系
の
特
徴
を
典
型
的
に
現
す
性
質
を
い
う
。
別
表
第
二
に
お

性
（
地
域
の
生
態
系
の
特
徴
を
典
型
的
に
現
す
性
質
を
い
う
。
別
表
第
二
に
お

い
て
同
じ
。
）
又
は
特
殊
性
（
特
殊
な
環
境
で
あ
る
こ
と
を
示
す
指
標
と
な
る

い
て
同
じ
。
）
及
び
特
殊
性
（
特
殊
な
環
境
で
あ
る
こ
と
を
示
す
指
標
と
な
る

性
質
を
い
う
。
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
視
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
動
植

性
質
を
い
う
。
別
表
第
二
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
視
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
動
植

物
の
種
又
は
生
物
群
集
を
複
数
抽
出
し
、
こ
れ
ら
の
生
態
、
他
の
動
植
物
と
の

物
の
種
又
は
生
物
群
集
を
複
数
抽
出
し
、
こ
れ
ら
の
生
態
、
他
の
動
植
物
と
の

関
係
又
は
生
息
環
境
若
し
く
は
生
育
環
境
を
調
査
し
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
環
境

関
係
又
は
生
息
環
境
若
し
く
は
生
育
環
境
を
調
査
し
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
環
境

影
響
そ
の
他
の
生
態
系
へ
の
環
境
影
響
の
程
度
を
適
切
に
把
握
で
き
る
こ
と
。

影
響
そ
の
他
の
生
態
系
へ
の
環
境
影
響
の
程
度
を
適
切
に
把
握
で
き
る
こ
と
。

四

前
条
第
三
項
第
三
号
イ
に
掲
げ
る
環
境
要
素
に
係
る
選
定
項
目
に
つ
い
て
は

、
景
観
に
関
し
、
眺
望
の
状
況
及
び
景
観
資
源
の
分
布
状
況
を
調
査
し
、
こ
れ

ら
に
対
す
る
環
境
影
響
の
程
度
を
把
握
で
き
る
こ
と
。

五

前
条
第
三
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
環
境
要
素
に
係
る
選
定
項
目
に
つ
い
て
は

四

前
条
第
三
項
第
三
号
イ
に
掲
げ
る
環
境
要
素
に
係
る
選
定
項
目
に
つ
い
て
は

、
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
に
関
し
、
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通

、
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
に
関
し
、
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
た
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
及
び
日
常
的
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合

じ
た
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
活
動
及
び
日
常
的
な
人
と
自
然
と
の
触
れ
合

い
の
活
動
が
一
般
的
に
行
わ
れ
る
施
設
又
は
場
の
状
態
及
び
利
用
の
状
況
を
調

い
の
活
動
が
一
般
的
に
行
わ
れ
る
施
設
又
は
場
の
状
況
を
調
査
し
、
こ
れ
ら
に

査
し
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
環
境
影
響
の
程
度
を
把
握
で
き
る
こ
と
。

対
す
る
環
境
影
響
の
程
度
を
把
握
で
き
る
こ
と
。

五

前
条
第
三
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
環
境
要
素
に
係
る
選
定
項
目
に
つ
い
て
は

、
景
観
に
関
し
、
眺
望
の
状
況
及
び
景
観
資
源
の
分
布
状
況
を
調
査
し
、
こ
れ

ら
に
対
す
る
環
境
影
響
の
程
度
を
把
握
で
き
る
こ
と
。

六

前
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
環
境
要
素
に
係
る
選
定
項
目
に
つ
い
て
は
、

六

前
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
環
境
要
素
に
係
る
選
定
項
目
に
つ
い
て
は
、

廃
棄
物
等
に
関
し
て
は
そ
れ
ら
の
発
生
量
、
最
終
処
分
量
そ
の
他
の
環
境
へ
の

廃
棄
物
等
及
び
温
室
効
果
ガ
ス
等
に
関
し
、
そ
れ
ら
の
発
生
量
そ
の
他
の
環
境

負
荷
の
量
の
程
度
を
、
温
室
効
果
ガ
ス
等
に
関
し
て
は
そ
れ
ら
の
発
生
量
そ
の

へ
の
負
荷
の
量
の
程
度
を
把
握
で
き
る
こ
と
。
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他
の
環
境
へ
の
負
荷
の
量
の
程
度
を
把
握
で
き
る
こ
と
。

（
参
考
手
法
）

（
標
準
手
法
）

第
八
条

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
調
査
及
び

第
八
条

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
調
査
及
び

予
測
の
手
法
（
参
考
項
目
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は

予
測
の
手
法
（
標
準
項
目
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は

、
別
表
第
一
備
考
第
二
号
に
掲
げ
る
一
般
的
な
事
業
の
内
容
と
事
業
特
性
と
の
相

、
各
標
準
項
目
ご
と
に
別
表
第
二
に
掲
げ
る
標
準
的
な
調
査
及
び
予
測
の
手
法
（

違
を
把
握
し
た
上
で
、
各
参
考
項
目
ご
と
に
別
表
第
二
に
掲
げ
る
参
考
と
な
る
調

以
下
こ
の
項
及
び
別
表
第
二
に
お
い
て
「
標
準
手
法
」
と
い
う
。
）
を
基
準
と
し

査
及
び
予
測
の
手
法
（
以
下
こ
の
項
及
び
別
表
第
二
に
お
い
て
「
参
考
手
法
」
と

て
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
事
業
者
は
、
次
項
に
定

い
う
。
）
を
勘
案
し
つ
つ
、
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
把
握
し
た
事
業
特
性
及
び
地

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
必
要
に
応
じ
標
準
手
法
よ
り
簡
略
化
さ
れ
た
調
査
若
し
く
は

域
特
性
を
踏
ま
え
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

予
測
の
手
法
（
同
項
に
お
い
て
「
簡
略
化
手
法
」
と
い
う
。
）
を
選
定
し
、
又
は

第
三
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
必
要
に
応
じ
標
準
手
法
よ
り
詳
細
な
調
査
若
し

く
は
予
測
の
手
法
（
同
項
に
お
い
て
「
重
点
化
手
法
」
と
い
う
。
）
を
選
定
す
る

も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
手
法
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

２

簡
略
化
手
法
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

か
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
参
考
手
法
よ
り
簡
略
化
さ

選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

れ
た
調
査
又
は
予
測
の
手
法
を
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
参
考
項
目
に
関
す
る
環
境
影
響
の
程
度
が
小
さ
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

一

当
該
標
準
項
目
に
関
す
る
環
境
影
響
の
程
度
が
小
さ
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
こ
と
。

る
こ
と
。

二

対
象
最
終
処
分
場
事
業
実
施
区
域
又
は
そ
の
周
囲
に
、
当
該
参
考
項
目
に
関

二

対
象
最
終
処
分
場
事
業
実
施
区
域
又
は
そ
の
周
囲
に
、
当
該
標
準
項
目
に
関

す
る
環
境
影
響
を
受
け
る
地
域
そ
の
他
の
対
象
が
相
当
期
間
存
在
し
な
い
こ
と

す
る
環
境
影
響
を
受
け
る
区
域
そ
の
他
の
対
象
が
相
当
期
間
存
在
し
な
い
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
こ
と
。

が
想
定
さ
れ
る
こ
と
。

三

類
似
の
事
例
に
よ
り
当
該
参
考
項
目
に
関
す
る
環
境
影
響
の
程
度
が
明
ら
か

三

類
似
の
事
例
に
よ
り
当
該
標
準
項
目
に
関
す
る
環
境
影
響
の
程
度
が
明
ら
か

で
あ
る
こ
と
。

で
あ
る
こ
と
。

四

当
該
参
考
項
目
に
係
る
予
測
及
び
評
価
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
情
報
が
、

四

当
該
標
準
項
目
に
係
る
予
測
及
び
評
価
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
情
報
が
、

参
考
と
な
る
調
査
の
手
法
よ
り
簡
易
な
方
法
で
収
集
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
で

標
準
的
な
調
査
の
手
法
よ
り
簡
易
な
方
法
で
収
集
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

あ
る
こ
と
。

る
こ
と
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
手
法
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

３

重
点
化
手
法
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
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れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
参
考
手
法
よ
り
詳
細
な

選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

調
査
又
は
予
測
の
手
法
を
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一

事
業
特
性
に
よ
り
、
当
該
参
考
項
目
に
関
す
る
環
境
影
響
の
程
度
が
著
し
い

一

事
業
特
性
に
よ
り
、
当
該
標
準
項
目
に
関
す
る
環
境
影
響
の
程
度
が
著
し
い

も
の
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

も
の
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

二

対
象
最
終
処
分
場
事
業
実
施
区
域
又
は
そ
の
周
囲
に
、
次
に
掲
げ
る
地
域
そ

二

対
象
最
終
処
分
場
事
業
実
施
区
域
又
は
そ
の
周
囲
に
、
次
に
掲
げ
る
区
域
そ

の
他
の
対
象
が
存
在
し
、
か
つ
、
事
業
特
性
が
次
の
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
規
定
す

の
他
の
対
象
が
存
在
し
、
か
つ
、
事
業
特
性
が
次
の
イ
、
ロ
又
は
ハ
に
規
定
す

る
参
考
項
目
に
関
す
る
環
境
要
素
に
係
る
相
当
程
度
の
環
境
影
響
を
及
ぼ
す
お

る
標
準
項
目
に
関
す
る
環
境
要
素
に
係
る
相
当
程
度
の
環
境
影
響
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

そ
れ
が
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

当
該
参
考
項
目
に
関
す
る
環
境
要
素
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
や
す
い
地

イ

当
該
標
準
項
目
に
関
す
る
環
境
要
素
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
や
す
い
区

域
そ
の
他
の
対
象

域
そ
の
他
の
対
象

ロ

当
該
参
考
項
目
に
関
す
る
環
境
要
素
に
係
る
環
境
の
保
全
を
目
的
と
し
て

ロ

当
該
標
準
項
目
に
関
す
る
環
境
要
素
に
係
る
環
境
の
保
全
を
目
的
と
し
て

法
令
等
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
域
そ
の
他
の
対
象

法
令
等
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
そ
の
他
の
対
象

ハ

当
該
参
考
項
目
に
関
す
る
環
境
要
素
に
係
る
環
境
が
既
に
著
し
く
悪
化
し

ハ

当
該
標
準
項
目
に
関
す
る
環
境
要
素
に
係
る
環
境
が
既
に
著
し
く
悪
化
し

、
又
は
著
し
く
悪
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域

、
又
は
著
し
く
悪
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域

（
調
査
の
手
法
）

（
調
査
の
手
法
）

第
九
条

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
調
査
の
手

第
九
条

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
調
査
の
手

法
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
前
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各

法
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
前
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
調
査
の
手
法
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

号
に
掲
げ
る
調
査
の
手
法
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

め
る
も
の
を
、
選
定
項
目
に
つ
い
て
適
切
に
予
測
及
び
評
価
を
行
う
た
め
に
必
要

め
る
も
の
を
、
選
定
項
目
に
つ
い
て
適
切
に
予
測
及
び
評
価
を
行
う
た
め
に
必
要

な
範
囲
内
で
、
当
該
選
定
項
目
の
特
性
、
事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、

な
範
囲
内
で
、
当
該
選
定
項
目
の
特
性
、
事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
を
勘
案
し
、

当
該
選
定
項
目
に
係
る
予
測
及
び
評
価
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
水
準
が
確
保
さ

当
該
選
定
項
目
に
係
る
予
測
及
び
評
価
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
水
準
が
確
保
さ

れ
る
よ
う
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
地
域
特
性
を
踏

れ
る
よ
う
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
地
域
特
性
が
時
間
の
経
過
に
伴
っ
て
変
化
す
る
こ

と
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。

一

調
査
す
べ
き
情
報

選
定
項
目
に
係
る
環
境
要
素
の
状
況
に
関
す
る
情
報
又

一

調
査
す
べ
き
情
報

選
定
項
目
に
係
る
環
境
要
素
の
現
状
に
関
す
る
情
報
又

は
気
象
、
水
象
そ
の
他
の
自
然
的
状
況
若
し
く
は
人
口
、
産
業
、
土
地
利
用
、

は
気
象
、
水
象
そ
の
他
の
自
然
的
状
況
若
し
く
は
人
口
、
産
業
、
土
地
利
用
、
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水
域
利
用
そ
の
他
の
社
会
的
状
況
に
関
す
る
情
報

水
域
利
用
そ
の
他
の
社
会
的
状
況
に
関
す
る
情
報

二

調
査
の
基
本
的
な
手
法

国
又
は
関
係
地
方
公
共
団
体
が
有
す
る
文
献
そ
の

二

調
査
の
基
本
的
な
手
法

国
又
は
関
係
地
方
公
共
団
体
が
有
す
る
文
献
そ
の

他
の
資
料
の
入
手
、
専
門
家
等
か
ら
の
科
学
的
知
見
の
聴
取
、
現
地
調
査
そ
の

他
の
資
料
の
入
手
、
専
門
家
か
ら
の
科
学
的
知
見
の
聴
取
、
現
地
調
査
そ
の
他

他
の
方
法
に
よ
り
調
査
す
べ
き
情
報
を
収
集
し
、
そ
の
結
果
を
整
理
し
、
及
び

の
方
法
に
よ
り
調
査
す
べ
き
情
報
を
収
集
し
、
そ
の
結
果
を
整
理
し
、
及
び
解

解
析
す
る
手
法

析
す
る
手
法

三

調
査
の
対
象
と
す
る
地
域
（
以
下
「
調
査
地
域
」
と
い
う
。
）

対
象
最
終

三

調
査
の
対
象
と
す
る
区
域
（
以
下
「
調
査
区
域
」
と
い
う
。
）

対
象
最
終

処
分
場
事
業
の
実
施
に
よ
り
選
定
項
目
に
関
す
る
環
境
要
素
に
係
る
環
境
影
響

処
分
場
事
業
の
実
施
に
よ
り
選
定
項
目
に
関
す
る
環
境
要
素
に
係
る
環
境
影
響

を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域
又
は
土
地
の
形
状
が
変
更
さ
れ
る
区
域
及
び
そ

を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
又
は
土
地
の
形
状
が
変
更
さ
れ
る
区
域
及
び
そ

の
周
辺
の
区
域
そ
の
他
の
調
査
に
適
切
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域

の
周
辺
の
区
域
そ
の
他
の
調
査
に
適
切
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
区
域

四

調
査
に
当
た
り
一
定
の
地
点
に
関
す
る
情
報
を
重
点
的
に
収
集
す
る
こ
と
と

四

調
査
に
当
た
り
一
定
の
地
点
に
関
す
る
情
報
を
重
点
的
に
収
集
す
る
こ
と
と

す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
地
点
（
第
五
項
及
び
別
表
第
二
に
お
い
て
「
調
査
地

す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
地
点
（
別
表
第
二
に
お
い
て
「
調
査
地
点
」
と
い
う

点
」
と
い
う
。
）

調
査
す
べ
き
情
報
の
内
容
及
び
特
に
環
境
影
響
を
受
け
る

。
）

調
査
す
べ
き
情
報
の
内
容
及
び
特
に
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ

お
そ
れ
が
あ
る
対
象
の
状
況
を
踏
ま
え
、
地
域
を
代
表
す
る
地
点
そ
の
他
の
調

る
対
象
の
状
況
を
踏
ま
え
、
調
査
の
対
象
範
囲
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら

査
に
適
切
か
つ
効
果
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
点

れ
る
地
点

五

調
査
に
係
る
期
間
、
時
期
又
は
時
間
帯
（
第
五
項
及
び
別
表
第
二
に
お
い
て

五

調
査
に
係
る
期
間
、
時
期
又
は
時
間
帯
（
別
表
第
二
に
お
い
て
「
調
査
期
間

「
調
査
期
間
等
」
と
い
う
。
）

調
査
す
べ
き
情
報
の
内
容
を
踏
ま
え
、
調
査

等
」
と
い
う
。
）

調
査
す
べ
き
情
報
の
内
容
を
踏
ま
え
、
調
査
に
適
切
か
つ

に
適
切
か
つ
効
果
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
期
間
、
時
期
又
は
時
間
帯

効
果
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
期
間
、
時
期
又
は
時
間
帯

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
調
査
に
係
る
期
間
の
う
ち
、
季
節
に
よ
る
変
動
を

３

第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
調
査
に
係
る
期
間
の
う
ち
、
季
節
に
よ
る
変
動
を

把
握
す
る
必
要
が
あ
る
調
査
の
対
象
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
適
切
に

把
握
す
る
必
要
が
あ
る
調
査
の
対
象
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
適
切
に

把
握
で
き
る
よ
う
に
、
年
間
を
通
じ
た
調
査
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
必
要
に

把
握
で
き
る
よ
う
調
査
に
係
る
期
間
を
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

応
じ
て
観
測
結
果
の
変
動
が
少
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
時
期
に
開
始
す
る
よ
う

に
調
査
に
係
る
期
間
を
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

５

事
業
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
調
査
の
手
法
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は

５

事
業
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
調
査
の
手
法
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は

、
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
た
文
献
名
、
当
該
情
報
を
得
る

、
調
査
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
た
文
献
名
、
当
該
情
報
を
得
る

た
め
に
行
わ
れ
た
調
査
の
前
提
条
件
、
調
査
地
域
、
調
査
地
点
及
び
調
査
期
間
等

た
め
に
行
わ
れ
た
調
査
の
前
提
条
件
、
調
査
区
域
の
設
定
の
根
拠
、
調
査
の
日
時
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の
設
定
の
根
拠
、
調
査
の
日
時
そ
の
他
の
当
該
情
報
の
出
自
及
び
そ
の
妥
当
性
を

そ
の
他
の
当
該
情
報
の
出
所
及
び
そ
の
妥
当
性
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
し
な

明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
希
少

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
希
少
な
動
植
物
の
生
息
又
は
生
育
に

な
動
植
物
の
生
息
又
は
生
育
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
公
開

関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
公
開
に
当
た
っ
て
種
及
び
場
所
を
特

に
当
た
っ
て
種
及
び
場
所
を
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
そ
の
他
の
希
少
な

定
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
そ
の
他
の
希
少
な
動
植
物
の
保
護
の
た
め
に
必
要

動
植
物
の
保
護
の
た
め
に
必
要
な
配
慮
を
行
う
も
の
と
す
る
。

な
配
慮
を
行
う
も
の
と
す
る
。

６

（
略
）

６

（
略
）

（
予
測
の
手
法
）

（
予
測
の
手
法
）

第
十
条

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
予
測
の
手

第
十
条

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
予
測
の
手

法
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
第
八
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
次
の

法
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
第
八
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
予
測
の
手
法
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

各
号
に
掲
げ
る
予
測
の
手
法
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

定
め
る
も
の
を
、
当
該
選
定
項
目
の
特
性
、
事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
を
踏
ま
え

定
め
る
も
の
を
、
当
該
選
定
項
目
の
特
性
、
事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
を
勘
案
し

、
当
該
選
定
項
目
に
係
る
評
価
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
水
準
が
確
保
さ
れ
る
よ

、
当
該
選
定
項
目
に
係
る
評
価
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
水
準
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

う
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

予
測
の
対
象
と
す
る
地
域
（
第
四
項
及
び
別
表
第
二
に
お
い
て
「
予
測
地
域

二

予
測
の
対
象
と
す
る
区
域
（
第
四
項
及
び
別
表
第
二
に
お
い
て
「
予
測
区
域

」
と
い
う
。
）

調
査
地
域
の
う
ち
か
ら
適
切
に
選
定
さ
れ
た
地
域

」
と
い
う
。
）

調
査
区
域
の
う
ち
か
ら
適
切
に
選
定
さ
れ
た
区
域

三

予
測
に
当
た
り
一
定
の
地
点
に
関
す
る
環
境
の
状
況
の
変
化
を
重
点
的
に
把

三

予
測
に
当
た
り
一
定
の
地
点
に
関
す
る
環
境
の
状
況
の
変
化
を
重
点
的
に
把

握
す
る
こ
と
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
地
点
（
別
表
第
二
に
お
い
て
「
予
測

握
す
る
こ
と
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
地
点
（
別
表
第
二
に
お
い
て
「
予
測

地
点
」
と
い
う
。
）

選
定
項
目
の
特
性
に
応
じ
て
保
全
す
べ
き
対
象
の
状
況

地
点
」
と
い
う
。
）

選
定
項
目
の
特
性
に
応
じ
て
保
全
す
べ
き
対
象
の
状
況

を
踏
ま
え
、
地
域
を
代
表
す
る
地
点
、
特
に
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ

を
踏
ま
え
、
特
に
環
境
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
点
、
保
全
す
べ
き
対

る
地
点
、
保
全
す
べ
き
対
象
へ
の
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
地
点
そ
の

象
へ
の
環
境
影
響
を
的
確
に
把
握
で
き
る
地
点
そ
の
他
の
予
測
に
適
切
か
つ
効

他
の
予
測
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
地
点

果
的
な
地
点

四

予
測
の
対
象
と
す
る
時
期
、
期
間
又
は
時
間
帯
（
別
表
第
二
に
お
い
て
「
予

四

予
測
の
対
象
と
す
る
時
期
、
期
間
又
は
時
間
帯
（
別
表
第
二
に
お
い
て
「
予

測
対
象
時
期
等
」
と
い
う
。
）

供
用
開
始
後
定
常
状
態
に
な
る
時
期
及
び
影

測
対
象
時
期
等
」
と
い
う
。
）

供
用
開
始
後
定
常
状
態
に
な
る
時
期
、
工
事

響
が
最
大
に
な
る
時
期
（
最
大
に
な
る
時
期
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

の
実
施
に
よ
る
環
境
影
響
が
最
大
に
な
る
時
期
そ
の
他
の
予
測
に
適
切
か
つ
効

に
限
る
。
）
、
工
事
の
実
施
に
よ
る
環
境
影
響
が
最
大
に
な
る
時
期
そ
の
他
の

果
的
な
時
期
、
期
間
又
は
時
間
帯
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予
測
に
適
切
か
つ
効
果
的
な
時
期
、
期
間
又
は
時
間
帯

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
予
測
の
対
象
と
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
、
工
事
が

３

第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
予
測
の
対
象
と
す
る
時
期
に
つ
い
て
は
、
供
用
開

完
了
し
た
後
の
土
地
若
し
く
は
工
作
物
の
供
用
開
始
後
定
常
状
態
に
至
る
ま
で
に

始
後
定
常
状
態
に
至
る
ま
で
に
長
期
間
を
要
す
る
場
合
又
は
予
測
の
前
提
条
件
が

長
期
間
を
要
す
る
場
合
、
予
測
の
前
提
条
件
が
予
測
の
対
象
と
な
る
期
間
内
で
大

予
測
の
対
象
と
な
る
期
間
内
で
大
き
く
変
化
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に
規

き
く
変
化
す
る
場
合
又
は
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
工
事
が
完
了
す
る
前
の

定
す
る
時
期
で
の
予
測
に
加
え
、
中
間
的
な
時
期
で
の
予
測
を
行
う
も
の
と
す
る

土
地
若
し
く
は
工
作
物
に
つ
い
て
供
用
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に

。

あ
っ
て
は
、
同
号
に
規
定
す
る
時
期
で
の
予
測
に
加
え
、
中
間
的
な
時
期
で
の
予

測
を
行
う
も
の
と
す
る
。

４

事
業
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
予
測
の
手
法
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は

４

事
業
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
予
測
の
手
法
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は

、
予
測
の
基
本
的
な
手
法
の
特
徴
及
び
そ
の
適
用
範
囲
、
予
測
地
域
の
設
定
の
根

、
予
測
の
基
本
的
な
手
法
の
特
徴
及
び
そ
の
適
用
範
囲
、
予
測
区
域
の
設
定
の
根

拠
、
予
測
の
前
提
と
な
る
条
件
、
予
測
で
用
い
た
原
単
位
及
び
係
数
そ
の
他
の
予

拠
、
予
測
の
前
提
と
な
る
条
件
、
予
測
で
用
い
た
原
単
位
及
び
係
数
そ
の
他
の
予

測
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
選
定
項
目
の
特
性
、
事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
に

測
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
選
定
項
目
の
特
性
、
事
業
特
性
及
び
地
域
特
性
に

照
ら
し
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
内
容
及
び
妥
当
性
を
予
測
の
結
果
と
の
関
係
と
併
せ
て

照
ら
し
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
内
容
及
び
妥
当
性
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
し
な
け

明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

５

事
業
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
予
測
の
手
法
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は

５

事
業
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
予
測
の
手
法
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は

、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
以
外
の
事
業
活
動
そ
の
他
の
地
域
の
環
境
を
変
化
さ
せ

、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
以
外
の
事
業
活
動
そ
の
他
の
区
域
の
環
境
を
変
化
さ
せ

る
要
因
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
当
該
地
域
の
将
来
の
環
境
の
状
況
（
将
来
の
環
境

る
要
因
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
当
該
区
域
の
将
来
の
環
境
の
状
況
（
将
来
の
環
境

の
状
況
の
推
定
が
困
難
な
場
合
及
び
現
在
の
環
境
の
状
況
を
勘
案
す
る
こ
と
が
よ

の
状
況
の
推
定
が
困
難
な
場
合
及
び
現
在
の
環
境
の
状
況
を
勘
案
す
る
こ
と
が
よ

り
適
切
な
場
合
に
あ
っ
て
は
、
現
在
の
環
境
の
状
況
）
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う

り
適
切
な
場
合
に
あ
っ
て
は
、
現
在
の
環
境
の
状
況
）
を
勘
案
し
て
予
測
が
行
わ

に
整
理
し
、
こ
れ
を
勘
案
し
て
予
測
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
将
来
の
環
境
の
状

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
地
域
の
将
来
の
環
境
の
状
況
は
、
関
係
地
方
公
共

況
は
、
国
又
は
関
係
地
方
公
共
団
体
が
有
す
る
情
報
を
収
集
し
て
推
定
す
る
と
と

団
体
が
有
す
る
情
報
を
収
集
し
て
推
定
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
環
境
の
状
況
の

も
に
、
将
来
の
環
境
の
状
況
の
推
定
に
当
た
っ
て
、
国
又
は
関
係
地
方
公
共
団
体

推
定
に
当
た
っ
て
、
国
又
は
関
係
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
環
境
の
保
全
に
関

が
実
施
す
る
環
境
の
保
全
に
関
す
る
施
策
の
効
果
を
見
込
む
と
き
は
、
当
該
施
策

す
る
施
策
の
効
果
を
見
込
む
と
き
は
、
当
該
施
策
の
内
容
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ

の
内
容
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
整
理
す
る
も
の
と
す
る
。

う
整
理
す
る
も
の
と
す
る
。

６

事
業
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
予
測
の
手
法
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は

６

事
業
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
予
測
の
手
法
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
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、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
お
い
て
新
規
の
手
法
を
用
い
る
場
合
そ
の
他
の
環
境

、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
お
い
て
新
規
の
手
法
を
用
い
る
場
合
そ
の
他
の
環
境

影
響
の
予
測
に
関
す
る
知
見
が
十
分
に
蓄
積
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
予

影
響
の
予
測
に
関
す
る
知
見
が
十
分
に
蓄
積
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
予

測
の
不
確
実
性
の
程
度
及
び
不
確
実
性
に
係
る
環
境
影
響
の
程
度
を
勘
案
し
て
必

測
の
不
確
実
性
の
程
度
及
び
不
確
実
性
に
係
る
環
境
影
響
の
程
度
を
勘
案
し
て
必

要
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
不
確
実
性
の
内
容
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
し
な

要
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
不
確
実
性
の
内
容
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
に
応
じ
予
測
の
前
提
条
件
を
変

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

化
さ
せ
て
得
ら
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
予
測
の
結
果
の
ば
ら
つ
き
の
程
度
に
よ
り
、
予

測
の
不
確
実
性
の
程
度
を
把
握
す
る
も
の
と
す
る
。

（
評
価
の
手
法
）

（
評
価
の
手
法
）

第
十
一
条

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
評
価
の

第
十
一
条

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
評
価
の

手
法
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

手
法
を
選
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

な
い
。

一

調
査
及
び
予
測
の
結
果
並
び
に
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
討
を
行

一

調
査
及
び
予
測
の
結
果
並
び
に
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
討
を
行

っ
た
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
の
実
施

っ
た
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
の
実
施

に
よ
り
当
該
選
定
項
目
に
係
る
環
境
要
素
に
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
影
響
が
、
事

に
よ
り
当
該
選
定
項
目
に
係
る
環
境
要
素
に
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
影
響
が
、
事

業
者
に
よ
り
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
で
き
る
限
り
回
避
さ
れ
、
又
は
低
減
さ
れ

業
者
に
よ
り
実
行
可
能
な
範
囲
内
で
で
き
る
限
り
回
避
さ
れ
、
又
は
低
減
さ
れ

て
お
り
、
必
要
に
応
じ
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
の
配
慮

て
お
り
、
必
要
に
応
じ
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
の
配
慮

が
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

が
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
手
法
で
あ
る
こ
と
。

、
評
価
に
係
る
根
拠
及
び
検
討
の
経
緯
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

。
二

国
又
は
関
係
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
環
境
に
関
す
る
施
策
に
よ
っ
て
、

二

国
又
は
関
係
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
環
境
に
関
す
る
施
策
に
よ
っ
て
、

選
定
項
目
に
係
る
環
境
要
素
に
関
し
て
基
準
又
は
目
標
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合

選
定
項
目
に
係
る
環
境
要
素
に
関
し
て
基
準
又
は
目
標
が
示
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
当
該
基
準
又
は
目
標
に
照
ら
す
こ
と
と
す
る
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
つ

に
は
、
当
該
基
準
又
は
目
標
と
調
査
及
び
予
測
の
結
果
と
の
間
に
整
合
が
保
た

つ
、
当
該
基
準
又
は
目
標
と
調
査
及
び
予
測
の
結
果
と
の
間
に
整
合
が
図
ら
れ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
手
法
で
あ
る
こ
と
。

て
い
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
工
事
の
実
施
に

当
た
っ
て
長
期
間
に
わ
た
り
影
響
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
環
境
要
素
で
あ
っ

て
、
当
該
環
境
要
素
に
係
る
環
境
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
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、
当
該
環
境
基
準
と
調
査
及
び
予
測
の
結
果
と
の
間
に
整
合
が
図
ら
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
。

三

（
略
）

三

（
略
）

（
手
法
選
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
）

（
手
法
選
定
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
）

第
十
二
条

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
調
査
、

第
十
二
条

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
調
査
、

予
測
及
び
評
価
の
手
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
手
法
」
と
い
う
。
）
を
選
定

予
測
及
び
評
価
の
手
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
手
法
」
と
い
う
。
）
を
選
定

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
専
門
家
等
の
助
言
を
受
け
て
選
定
す
る
も
の

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
把
握
し
た
事
業
特
性
及
び
地
域
特

と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
助
言
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
及
び

性
に
関
す
る
情
報
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
専
門
家
そ
の
他
の
環
境
影
響
に
関
す

当
該
専
門
家
等
の
専
門
分
野
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

る
知
見
を
有
す
る
者
の
助
言
を
受
け
て
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
。

２
～
３

（
略
）

２
～
３

（
略
）

第
十
三
条

（
略
）

第
十
三
条

（
略
）

（
環
境
保
全
措
置
の
検
討
）

（
環
境
保
全
措
置
の
検
討
）

第
十
四
条

（
略
）

第
十
四
条

（
略
）

２

事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
環
境
影
響
を
回
避
し

２

事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
環
境
影
響
を
回
避
し

、
又
は
低
減
さ
せ
る
措
置
を
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
、
損

、
又
は
低
減
さ
せ
る
措
置
を
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
、
損

な
わ
れ
る
環
境
の
有
す
る
価
値
を
代
償
す
る
た
め
の
措
置
（
以
下
「
代
償
措
置
」

な
わ
れ
る
環
境
の
有
す
る
価
値
を
代
償
す
る
た
め
の
措
置
（
第
十
六
条
第
四
号
及

と
い
う
。
）
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

び
第
五
号
に
お
い
て
「
代
償
措
置
」
と
い
う
。
）
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

第
十
五
条

（
略
）

第
十
五
条

（
略
）

（
検
討
結
果
の
整
理
）

（
検
討
結
果
の
整
理
）

第
十
六
条

事
業
者
は
、
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
討
を
行
っ
た
と
き
は

第
十
六
条

事
業
者
は
、
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
討
を
行
っ
た
と
き
は

、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

代
償
措
置
に
あ
っ
て
は
、
当
該
代
償
措
置
の
効
果
の
根
拠
及
び
実
施
が
可

能
と
判
断
し
た
根
拠

２

事
業
者
は
、
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
討
を
段
階
的
に
行
っ
た
と
き

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
討
の
段
階
に
お
け
る
環
境
保
全
措
置
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

内
容
を
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
後
調
査
）

（
事
後
調
査
）

第
十
七
条

事
業
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

第
十
七
条

事
業
者
は
、
予
測
の
不
確
実
性
の
程
度
が
大
き
い
選
定
項
目
に
つ
い
て

に
お
い
て
、
環
境
影
響
の
程
度
が
著
し
い
も
の
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、

環
境
保
全
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
場
合
又
は
効
果
に
係
る
知
見
が
不
十
分
な

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
工
事
の
実
施
中
及
び
土
地
又
は
工
作
物
の
供
用
開

環
境
保
全
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
環
境
影
響
の
程
度
が
著

始
後
に
お
い
て
環
境
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

し
い
も
の
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
工
事

「
事
後
調
査
」
と
い
う
。
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
実
施
中
及
び
土
地
又
は
工
作
物
の
供
用
開
始
後
に
お
い
て
環
境
の
状
況
を
把
握

す
る
た
め
の
調
査
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
事
後
調
査
」
と
い
う
。
）
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

予
測
の
不
確
実
性
の
程
度
が
大
き
い
選
定
項
目
に
つ
い
て
環
境
保
全
措
置
を

講
ず
る
場
合

二

効
果
に
係
る
知
見
が
不
十
分
な
環
境
保
全
措
置
を
講
ず
る
場
合

三

工
事
の
実
施
中
及
び
土
地
又
は
工
作
物
の
供
用
開
始
後
に
お
い
て
環
境
保
全

措
置
の
内
容
を
よ
り
詳
細
な
も
の
に
す
る
場
合

四

代
償
措
置
を
講
ず
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
代
償
措
置
に
よ
る
効
果
の
不
確

実
性
の
程
度
及
び
当
該
代
償
措
置
に
係
る
知
見
の
充
実
の
程
度
を
踏
ま
え
、
事

後
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

２
～
３

（
略
）

２
～
３

（
略
）

（
準
備
書
の
作
成
）

（
準
備
書
の
作
成
）
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第
十
八
条

事
業
者
は
、
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
対
象
最
終
処
分
場
事

第
十
八
条

事
業
者
は
、
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
対
象
最
終
処
分
場
事

業
に
係
る
準
備
書
に
法
第
五
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
対
象
事
業
の
内
容
を
記

業
に
係
る
準
備
書
に
法
第
五
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
対
象
事
業
の
内
容
を
記

載
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

載
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

一

第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

二

（
略
）

二

（
略
）

三

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
最
終
処
分
場
の
埋
立
容
量

三

対
象
最
終
処
分
場
事
業
の
工
事
計
画
の
概
要

四

対
象
最
終
処
分
場
事
業
の
工
事
計
画
の
概
要

五

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
最
終
処
分
場
に
お
い
て
処
分
す
る
廃
棄
物
の

種
類
及
び
量

四

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
最
終
処
分
場
の
埋
立
処
分
の
計
画
の
概
要

六

対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
最
終
処
分
場
の
埋
立
処
分
の
計
画
の
概
要

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
の
内
容
に
関
す
る

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
の
内
容
に
関
す
る

事
項
（
既
に
決
定
さ
れ
て
い
る
内
容
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
そ

事
項
（
既
に
決
定
さ
れ
て
い
る
内
容
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
そ

の
変
更
に
よ
り
環
境
影
響
が
変
化
す
る
こ
と
と
な
る
も
の

の
変
更
に
よ
り
環
境
影
響
が
変
化
す
る
こ
と
と
な
る
も
の

２

第
二
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
事

２

第
二
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
事

業
者
が
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
準
備
書
を
作
成
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用

業
者
が
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
準
備
書
を
作
成
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
第
三
項
中
「
資
料
」
と
あ
る
の
は
「
資
料

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
第
二
項
中
「
資
料
」
と
あ
る
の
は
「
資
料

及
び
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
聴
取
又
は
確
認
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
前

及
び
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
聴
取
又
は
確
認
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、
同
条
第

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、
同
条
第

五
項
中
「
法
第
五
条
第
一
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
四
条
第
一
項
第
五

四
項
中
「
法
第
五
条
第
一
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
四
条
第
一
項
第
五

号
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
法
第
五
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
四
条
第

号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
規
定
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
準
備
書
に
法
第
十
四
条
第
一
項
第

３

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
準
備
書
に
法
第
十
四
条
第
一
項
第

七
号
イ
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
第
九
条
第
五
項
並
び
に
第

七
号
イ
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
第
九
条
第
五
項
並
び
に
第

十
条
第
四
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

十
条
第
四
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
た
事
項
、
第
九
条
第
六
項
に
お
い
て
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ

な
い
と
さ
れ
た
事
項
、
第
九
条
第
六
項
に
お
い
て
比
較
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
項
、
第
十
条
第
五
項
に
お
い
て
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
項
、
第
十
条
第
五
項
に
お
い
て
明
ら
か
に
で
き
る
よ
う

に
整
理
す
る
も
の
と
さ
れ
た
事
項
並
び
に
第
十
一
条
に
お
い
て
明
ら
か
に
で
き
る

に
整
理
す
る
も
の
と
さ
れ
た
事
項
並
び
に
第
十
一
条
第
三
号
に
お
い
て
明
ら
か
に
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よ
う
に
す
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
項
の
概
要
を
併
せ

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
項
の
概
要

て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
併
せ
て
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
準
備
書
に
法
第
十
四
条
第
一
項
第

４

事
業
者
は
、
対
象
最
終
処
分
場
事
業
に
係
る
準
備
書
に
法
第
十
四
条
第
一
項
第

七
号
ロ
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る

七
号
ロ
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る

検
討
の
状
況
、
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
検
証
の
結
果
、
第
十
六
条
第
一
項
各
号

検
討
の
状
況
、
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
検
証
の
結
果
及
び
第
十
六
条
各
号
に
掲

に
掲
げ
る
事
項
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
具
体
的
な
内
容
を
記
載
し
な
け

げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

５
～
６

（
略
）

５
～
６

（
略
）

第
十
九
条
・
第
二
十
条

（
略
）

第
十
九
条
・
第
二
十
条

（
略
）


